<書を持って街に出よう> 京都市における町内会を中心とした自治活動 by 小山, 大介
Title<書を持って街に出よう> 京都市における町内会を中心とした自治活動
Author(s)小山, 大介




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University





























































































資 本 と 地 域






































































































































おいては伝統的行事 (地蔵盆､祇園祭 り､時代祭 り)
を継承していく上でもなくてはならない組織である｡
現代社会にはびこる地域に対する無関心を乗り越え､
今後もこのような組織が存続していくように努力を続
けている必要がある｡ そのためには､少子化-の取り
組みが最も重要であり､若者の所得を向上させ､子育
てをするための経済的環境を速やかに整備することに
より若者層を､学区を基礎単位とした町内会-と組み
込むことが求められる｡ それにより､長期的視点で地
域を活性化し､犯罪を減少させる効果を生むことが期
待され､また可能となるのではなかろうか｡
1町内会に関する研究としては､岩崎信彦､上田惟一､
広原盛明､鯵坂学､高木正朗､吉原直樹編著 『町内会
の研究』御茶の水書房､1982年などが挙げられる｡
2 このような小中学校教員の地域活動-の参加は､一部
の保護者との関係を深めるという理由から利益供与に
当たるとして､親睦会等-の参加が行われていない地
域も存在する｡
3 当該地域の立地するショッピングセンターは､大型店
にもかかわらず来店者の7割が自転車で買い物に訪れ
るという構造になっているため､店側としても地元自
治会を軽視するわけには行かない状況になっている｡
4地蔵盆に関しては､年間予算とは別途､寄付を各世帯
に募 り､その寄付金を持って運営されるが予算が不足
する場合は､年間予算から資金を補填することもある｡
5地蔵盆は､京都市内における伝統行事ではあるが､町
内住民の人種の多様化から､キリス ト教徒､イスラム
教徒などが参加しにくいという問題があり､場所によ
っては､宗教色を取り去った町内の親睦会 (夏祭り)
として行われる町内もある｡
6地域の子供を持つ世帯が多くあったとしても､その子
供が公立の小中学校に通わず､小学校受験 ･中学受験
を行 うことによって他の地域の私立小中学校-と登校
することになっても同様の現象が発生する｡
(京都大学大学院)
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